
保護者等数 43　回収数39 　割合  91％
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① 34 5 0

② 36 3 0

③ 37 2 0

④ 38 1 0

⑤ 34 5 0

⑥ 38 1 0

⑦ 37 2 0

⑧ 35 4 0

公表　　2025年12月26日
事業所名 ひかりの家学園

チェック項目 ご意見 ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

子どもの活動等のスペース
が十分に確保されているか

・幼稚園と共有の庭は少し狭
いかなと感じる。
・室内でも身体を動かして思
い切り遊べるスペースがある
と思う。

施設の基準は満たした広さを確保し
ていますが、幼児期の活発な子ども
にとっては広さが十分とは言えないg
現状があります。園庭利用は利用児
が重ならないように時間調整したり、
ひかりの別館庭園も利用しながら、
安全にい伸び伸びと外遊びができる
ように務めています。

職員の配置数や専門性は適
切であるか

・専門職がもう少し増えると
嬉しい。
・必要に応じて各場面で対応
してもらえている。

4対１以上の職員配置を行い、また
看護師など安全面にも配慮しながら
毎日の生活を送っています。職員一
人一人の専門性を高めながら、力を
発揮できる体制を作っていけるよう
に努めてまいります。

事業所の設備等は、スロー
プや手すりの設置などバリ
アフリー化の配慮が適切に
なされているか

・施設内をすべて見ていない
のでわからない。
・基本的には配慮された環境
だと思う。

子どもたちの安全と生活のしやすさ
に常に思いを止めながら環境調整し
ていくようにしています。園内の環境
をご家庭の方にもじっくり見て頂ける
機会を設け、ご意見やご指摘がいた
だけるようにしていきます。

適
切
な
支
援
の
提
供

子どもと保護者のニーズや
課題が客観的に分析された
上で、児童発達支援計画が
作成されているか

・子どもの現状や親の要望を
よく理解して計画が作成され
ているとおもう。

・ご本人、ご家族の思いや希望が
しっかりと反映されている計画となる
ように今後も努めてまいります。ま
た、専門性を大切にしながら一人一
人に合った目標を提案しご家族と共
有出来るようにしていきます。

児童発達支援計画には、児
童発達ガイドラインの「児
童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援」、「家
族援」、「地域支援」で示
す支援内容から子どもの支
援に必要な項目が適切に選
択され、その上で、具体的
な支援内容が設定されてい
るか

・家庭での生活においての困
りごとに対しても具体的な計
画があると嬉しい。
・支援内容が細かく、安心で
きる。
・地域支援の内容がよくわか
らない。

・個人面談の時間を利用して支援計
画を提示させていただいております
が、限られた時間でしっかりと内容を
共有できていない場面もある事を感
じます。
・各項目に関しまして、説明が不十
分な点があり申し訳ありません。項
目の趣旨や具体例などもお伝えしな
がらご家族の方と共有できるように
努めてまいります。

児童発達支援計画に沿った
支援が行われているか

・細かい部分まで対応しても
らえている。
・具体的にどのような支援が
行われているのかわかりにく
い。

・保育の中で、支援計画の内容や目
標が活かされ、子どもの成長につな
がるように心がけてまいります。ま
た、ご家族の方へも保育と支援計画
のつながりなど日ごろから情報共有
出来るように努めていきます。

活動プログラムが固定化し
ないよう工夫されているか

・工夫されたプログラムが多
く子どもも楽しめていると感
じる。
・園外活動で色々な場所に連
れて行ってもらい良い経験に
なっている。

月ごとに活動計画を立て、同じような
内容に偏らないように工夫していま
す。公園に行ったり、外食体験をした
りと色々な経験を通して子どもたちの
成長につながることを心がけていま
す。何より子どもたちが毎日楽しく元
気に過ごせることを心がけプログラ
ム立案に努めてまいります。

保育所や認定こども園、幼
稚園等との交流や、障害の
ない子どもと活動する機会
があるか

・隣接する市川幼稚園とのか
かわりがもっとあっても良い
と感じる。

・合同礼拝、花の日や収穫感謝祭な
どの行事を市川幼稚園と共同で行っ
ています。また、園庭遊びでは幼稚
園の子どもとの橋渡しをしながら一
緒に遊ぶ機会になるように努めてい
きます。共同で行う行事や活動が
減ってきていることもあり、両園で協
力しながら交流が活性化できるよう
に務めてまいります。



⑨ 39 0 0

⑩ 37 2 0

⑪ 28 10 1

⑫ 39 0 0

⑬ 39 0 0

⑭ 36 3 0

⑮ 37 2 0

保
護
者
へ
の
説
明
等

運営規程、利用者負担等に
ついて丁寧な説明がなされ
たか

入園時の説明に加え、お問い合わせ
があった際にはしっかりと説明させて
頂きます。ご質問等あれば園長、主
任保育士、児童発達支援管理責任
者までお問い合わせ下さい。

児童発達支援ガイドライン
の「児童発達支援の提供す
べき支援」のねらい及び支
援内容と、これに基づき作
成された「児童発達支援計
画」を示しながら、支援内
容の説明がなされたか

・ガイドラインの内容も知り
たい。
・計画に対してどのような支
援やアプローチがされたかわ
かりにくい。

・個人面談の限られた時間ですが説
明する機会を設けさせていただいて
います。計画に対してどのような支
援をおこなったかの結果や評価の説
明にもしっかりと時間を割き丁寧にお
伝えできるように努めてまいります。

保護者に対して家族支援プ
ログラム（ペアレント・ト
レーニング等）が行われて
いるか

・何がペアレントトレーニン
グにあたるのかわからない。
・家族が参加できる行事が沢
山あって嬉しい。

・ペアレントトレーニングの名目での
活動は行っておりませんが、日々の
関わり、親子合同での行事、親子音
楽療法などの場面場面でご家族へ
の支援の視点も持ちながら関わりを
深められるように努めてまいりまし
た。

日頃から子どもの状況を保
護者と伝え合い、子どもの
発達の状況や課題について
共通理解ができているか

・定期的にコミュニケーショ
ンをとることで課題の共通理
解ができていると感じる。
・子どもの苦手なところや家
庭での困りごとも含め、もう
少し課題共有できると嬉し
い。
・毎日の連絡帳でも日々の様
子が分かるし、随時電話でも
連絡をもらえるので共有でき
ていると思う。

・日々の様子や子ども一人ひとりの
課題や成長をこまめにお伝えしなが
ら共通理解を深められるように努め
ています。また、ご家庭での困りごと
などについてもお話しいただきやす
い雰囲気や環境を築いていけるよう
に今後も一層力を入れて取り組んで
いきます。

保護者に対して面談や、育
児に関する助言等の支援が
行われているか

・個別面談や日々の連絡帳や
やり取りで支援してもらえて
いると感じている。

・希望面談も含め年3回の面談を
行っています。また、ご希望や困りご
となどその都度面談の機会を柔軟に
設けることが出来るようにしていきま
す。

保護者会等の開催により保
護者同士の連携が支援され
ているか

・同じ発達特性のある子の保
護者と仲間になれて良かっ
た。
・母親だけでなく父親の交流
があることが嬉しい。

・保護者会が活発に活動してくださ
り、家族間の連携がとれ感謝してい
ます。園も保護者会と協力しながら
交流の機会を多く設けられるように
努めてまいります。各行事や親睦会
でのご家族間の交流を今後もサポー
トできるようにしていきます。

子どもや保護者からの相談
や申入れについ て、対応の
体制が整備されているとと
もに、子どもや保護者に周
知・説明され、相談や申入
れをした際に迅速かつ適切
に対応されているか

・ちょっとした相談もすぐに
対応してもらえ助かってい
る。
・一回のアドバイスですぐに
改善することは難しいので、
何度か情報共有し次の対策を
一緒に考えられると良いと思
う。
・困ったことなど相談する
と、その日に返答があるので
とても心強い。
・電話がつながりにくい時が
ある。

出来る限り迅速に、また適切に対応
できるように努めてまいります。ま
た、『あんしんメール』を活用しなが
ら、全体への周知が必要な事案に関
しても迅速に行えるように努めてい
ます。時間帯によっては電話が繋が
りにくくご迷惑をおかけいたしました。
電話回線を増やして対応させていた
だきました。
経過を追いながら対応させて頂く必
要がある事柄も多くあります。こまめ
にやり取りしながら一緒に考えてい
けるように努めてまいります。



⑯ 38 1 0

⑰ 38 1 0

⑱ 38 1 0

⑲ 37 2 0

⑳ 36 3 0

㉑ 38 1 0

㉒ 36 3 0

子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配
慮がなされているか

・普段関わることの少ない他
のクラスの先生や職員の顔と
名前を覚えたいので顔写真と
職名がわかるものを作って欲
しい。
・連絡帳や電話でスムーズに
情報伝達できている。

・連絡帳や送迎時にお話しすること
で情報共有できるようにしています。
・年度初めに、職員を紹介できる書
面等を作成できるようにい検討して
いきます。また、親子音楽療法や行
事などで、職員から自己紹介をした
り交流を積極的に持てる環境を十t
の得ていきます。

定期的に会報やホームペー
ジ等で、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報や業
務に関する自己評価の結果
を子どもや保護者に対して
発信されているか

・月報で子どもたちの写真付
きの報告があり、園での様子
がわかりとても嬉しい。

・月報やクラスだよりを中心に園内の
様子が写真などを通しても伝わるよ
うに心がけております。
・自己評価（保護者アンケート・園職
員アンケート）の結果をホームページ
の情報開示の欄と園のホールに掲
示しておりますのでご確認下さい。

個人情報の取扱いに十分注
意されているか

行事の際の写真撮影など、事
前の禁止のインフォメーショ
ンがあり対応がわかりやす
い。

・4月におたよりへの写真掲載など各
ご家庭に希望を確認しています。
・行事の写真撮影など、ご家族も楽し
みにしている事もありますので事前
に可否等をお伝え出来るようにして
いきます。

非
常
時
等
の
対
応

緊急時対応マニュアル、防
犯マニュアル、感染症対応
マニュアル等を策定し、保
護者に周知・説明されてい
るか。また、発生を想定し
た訓練が実施されているか

・毎月、避難訓練をしている
ことが月報からもわかり安心
でいる。
・引き渡し訓練があっても良
いと思う。
･安心メールでもお知らせを
受け取れ、とても便利と感じ
ている。

・各マニュアルを作成し、職員全体で
共有できるようにしています。
・それぞれのご家庭の事情を踏まえ
これまで行ってまいりませんでした
が、ご要望に合わせて引き渡し訓練
など、ご家族が参加しての対応訓練
も行えるよう検討してまいります。

非常災害の発生に備え、定
期的に避難、救出、その他
必要な訓練が行われている
か

・避難訓練を月に1回行っておりま
す。親子音楽療法の場面を利用した
りとご家族にも参加して頂ける機会
を設けられるように検討してまいりま
す。

満
足
度

子どもは通所を楽しみにし
ているか

・休日も「登園したい︕」と
言うほど大好きな場所です。
・行けば楽しめるようです
が、朝は気乗りがしないよう
で毎日ぐずります。

「楽しい」と感じながら登園して頂ける
ことに感謝いたします。今後も子ど
も、ご家族の「楽しい」「安心」が提供
できる場となれるよう一層努力してま
いります。
登園時に涙してしまう事もあります
が、帰宅時には「楽しかった！」と思
えるような園であるように努めてまい
ります。

事業所の支援に満足してい
るか

・園全体での手厚い保育が実
感でき、とても満足していま
す。
・イベントも多く、交流機会
も多く嬉しい。
・満足している部分もある
し、そうでない部分もある。

ご家庭としっかりと連携を取りながら
一緒に子どもの成長を喜び合えるよ
うに努めてまいります。
各ご家庭の思いや希望に完全に答
えることができていない現状もありま
す。一人一人のご家族の声に耳を傾
けながら改善に努めてまいります。


